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発刊のことば

　日本語音声コミュニケーション学会は、2022 年 4 月に体制を新たにし、これまで

の活動を引き継ぎつつ、規模を拡大しました。主な活動は年 2 回の宵山研と年数回

のコラボ企画の実施、そして電子学会誌を発行し、学会メンバーにお届けすること

です。

　こうして、学会誌『日本語音声コミュニケーション』第 12 号を無事お届けできる

のも、ひとえに皆様のご協力あってのことです。ありがとうございます。

『日本語音声コミュニケーション』第 11 号からは、10 号までとは趣を変え、「特集」

を設けました。今号のテーマは「音声と動画」です。1 本の招待論文・3 本の論文・

1 本の研究ノートが掲載されています。いずれも音声・映像データ満載のものとなっ

ています。

　どうぞ、お楽しみください！



著者紹介

大江元貴（おおえ もとき）

青山学院大学准教授

主な研究分野：日本語学

主な著書・論文：

・「「嘲り文」の構造と名詞独立語文体系における位置」『日本語の研究』18（1）（日本

語学会、2022）
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Kagaku (Nanzan Studies in Language Science), 15, 2020.
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は、日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば、どなたでも投稿できます。（但し、会員以

外からの投稿も編集委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/membership

「投稿要領」と「編集委員会会則」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/publication

編集委員会のメンバーについては、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/history

その他のお問い合わせは、下記までお願い致します。

松田真希子（まつだ　まきこ）（代表理事） 

japanesespeechcommunication[at]gmail.com （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 192-0364 　東京都八王子市南大沢 1-1

東京都立大学　松田真希子研究室内  



編集後記

　私は、1982 年 4 月から東京、新宿にある日本語学校に勤め始めました。できたば

かりの学校で、学生は 30 名ほどだったと思います。そのほとんどが台湾からの学生

でした。当時の友人で、台湾からの留学生が言いました、「馬場さん、日本の日本語

教育は、台湾人の日本語教育なんだよ」。

　ところが、1989 年に熊本の大学に就職すると、留学生は、中国人がほとんどで、

台湾人はごくわずかでした。それが、あるとき、ベトナム人となり、今、勤めてい

る日本語学校では、学生 60 名のうち、50 名がネパールから来ています。

　1982 年から勤めた学校は、半年ごとにコースが始まり、学生が、毎年、倍々にふ

えていて、新しい先生が採用されました。その頃は、日本語教育の経験のまったく

ない人がほとんどでした。

　日本語教育能力検定試験が始まったのは、1986 年だそうです。私が 1989 年に熊

本で採用されたのは、日本語教師養成課程開設のためでした。そして、現在、日本

語教師は国家資格として整備されつつあります。

　日本語教育の世界は、ととのえられ、質が向上していっているのでしょうか。

　日本語やその音声、言語の運用の仕方、教育方法などについての研究は、いつの

世でも歩みを止めるわけにはいきません。

　みな様からのご投稿をお待ちしています。

馬場良二（編集委員会委員長）
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